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　K-Ar法，FT法，ESR法などの年代測定法を用いて，断層岩に記録された活動イベントの年代を特定しようと

する試みがなされている（例えばMurakami & Tagami, 2004）．提案されている手法の中でも，ルミネッセン

ス年代測定法は数十年〜数十万年前までの適用年代範囲を持ち，活断層の年代測定に適していることから，歴

史地震を引き起こした断層での解析が行なわれている（雁澤ほか, 2013）．また，石英ガウジの光刺激ルミ

ネッセンス（OSL）信号がリセットする条件の速度依存性が実験的に検証され，すべり速度0.25 m/sから信号

の減少，0.65 m/s以上では完全消失が確認された（蓑毛ほか, 2018, JPGU）．本研究では，石英ガウジに対し

て様々な垂直応力条件下で剪断を加え，高速摩擦に伴ってOSL信号が低下〜消失することを確認した．そこか

ら推定される，地震に伴うOSL信号の消失深度条件を発表する．出発物質は，兵庫県淡路島に分布する都志川

花崗岩より抽出した粒径150 μm以下の石英粒子に，400 Gyのガンマ線を照射したものである．実験は回転剪

断式高速摩擦試験機を用いて，垂直応力0.5–5.0 MPa，すべり速度0.65 m/s（一定）の条件で行なった．ま

た，マグニチュード７前半の地震を想定し，すべり距離を2.1 mとした．OSL信号に対する破砕の影響を除く

ため，回収試料のうち75–150 μmの粗粒子のみを抽出し，信号測定を行なった．測定の結果，垂直応力0.5

MPaからOSL信号強度が消失し始めることが判った．0.5 MPaおよび1 MPa信号が完全に消失した粒子と依然

信号を維持する粒子があり，アリコット（測定皿）ごとの信号強度の頻度はバイモーダルな分布をなす．一

方，2.0 MPa以上ではすべての粒子が完全消失を示した．測定結果から，マグニチュード7前半の地震に伴う石

英ガウジのOSL信号は，地下18〜36 mおよび地下72 m以上に相当する静岩圧下で年代値のリセットと完全リ

セットがそれぞれ起こることになる． 
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